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▲会場には江原会員をはじめ来賓、恩師ら約1450人が集った

米満弘之
江原会長

松尾新吾
江原会副会長

永野光哉
顧問

永田　求
110周年実行委員長

中原伸一
熊本高校長

寺﨑秀俊
熊本市副市長

山本隆生
熊本県教育長

岩永研一
済々黌高校同窓会長

▲青年江原会の藤崎八旛宮秋季例
大祭のアトラクション

▲現役高校生による江原太鼓の演奏

▲ 110 周年担当学年（高 30回）
内田さん他のチェロ演奏で歓迎

熊
本
県
立
熊
本
高
校
同
窓
会
・
江

原
会
（
米
満
弘
之
会
長
）
は
10
月
30

日
、
熊
本
市
上
通
町
の
ホ
テ
ル
日
航

熊
本
で
、
熊
本
中
学
校
・
熊
本
高
校

の
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
お
よ

び
祝
賀
大
同
窓
会
を
開
い
た
。

当
日
は
全
国
の
江
原
会
員
を
は

じ
め
、
来
賓
や
恩
師
ら
約
１
４
５
０

人
が
参
加
し
、
母
校
の
節
目
を
祝
っ

た
。
会
で
は
１
１
０
周
年
事
業
報

告
、
江
原
太
鼓
演
奏
や
恩
師
紹
介
、

藤
崎
八
旛
宮
秋
季
例
大
祭
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
校
歌
斉
唱
な
ど
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
当
時
を
懐
か

し
み
談
笑
し
た
。

米
満
会
長
は
「
創
立
１
１
０
周

年
と
い
う
栄
え
あ
る
節
目
を
記
念
し

て
、
江
原
会
は
広
く
県
民
の
皆
さ
ま

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
を

行
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

立志篤行110年
「集え 永遠の士君子たち。思いは一つ 110 の原点へ」 「集え 永遠の士君子たち。思いは一つ 110 の原点へ」 

祝賀大同窓会
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周
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栄
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あ
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節
目
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記
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て
、
江
原
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広
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県
民
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皆
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事
業
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ま
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熊
本
県
立
熊
本
高
校
（
中
原
伸
一

校
長
）
は
10
月
29
日
、
熊
本
市
新
大

江
の
同
校
体
育
館
で
「
熊
中
・
熊
高

創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
」
を
開

い
た
。

生
徒
や
教
員
、
江
原
会
関
係
者
ら

１
４
０
０
人
が
出
席
。
は
じ
め
に
中

原
校
長
が
「
当
校
は
明
治
33
年
に

創
立
以
来
、
教
育
理
念
で
あ
る
士
君

子
の
養
成
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
約

３
万
８
千
人
の
同
窓
生
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
１
１
０
年
で
築
き

上
げ
て
き
た
信
頼
に
甘
え
ず
、
今
後

も
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
は
来
賓
や
在
校
生
代
表

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
最
後
は
校
歌
斉

唱
で
締
め
く
く
っ
た
。

▲「西に金峰 東阿蘇…」。最後は校歌斉唱で締めくくった

▲

記
念
式
典
に
は
生
徒
や

教
員
ら
１
４
０
０
人
が
出

席
し
た

▲記念式典には江原会の役員らも
多数出席

▲式典終了後は熊本県立劇場
で狂言師の野村万作さんらに
よる公演があった

古荘文子
県教育委員長

中原伸一
校長

小杉　直
県議会議長

小崎良伸
勇心館高校長

米満弘之
江原会長

森　徳和
育友会長

熊中・熊高創立110周年記念式典

生徒ら1400人で盛大に祝う

当
校
は
明
治
33
年
、
県
民
や
地

域
の
熱
い
期
待
を
受
け
創
立
し
ま
し

た
。
一
幹
両
枝
に
よ
り
誕
生
し
た
熊

本
県
中
学
第
二
済
々
黌
が
前
身
で
、

そ
の
後
、
熊
本
県
熊
本
中
学
校
と
な

り
、明
治
37
年
に
は
現
在
地
（
当
時
・

飽
託
郡
大
江
村
）
に
新
校
舎
を
建
設

し
、
藪
の
内
校
舎
か
ら
移
転
。
昭

和
23
年
の
学
制
改
革
で
熊
本
県
立
熊

本
高
校
と
改
称
し
現
在
に
至
り
そ
の

間
、
輝
か
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。１
１
０
年
の
歴
史
の
中
に
は
、

紆
余
曲
折
が
あ
り
、
中
で
も
第
２
次

世
界
大
戦
中
は
最
も
苦
難
と
混
迷
を

辿
っ
た
時
期
で
し
た
が
、
職
員
や
生

徒
が
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

当
校
の
教
育
理
念
は
士
君
子
の

養
成
で
あ
り
、
勉
学
だ
け
で
な
く

体
育
や
文
化
の
分
野
で
も
成
績
を

馳
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
校
を

巣
立
っ
た
約
３
万
８
千
人
の
諸
先

輩
の
期
待
に
応
え
、
建
学
の
精
神

は
１
１
０
周
年
を
向
か
え
、
次
世

代
へ
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

伝
統
や
歴
史
を
顧
み
る
だ
け
で
な

く
、
さ
ら
な
る
献
身
を
重
ね
、
新

た
な
歴
史
を
切
り
開
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
歴
史
は
時

間
の
集
積
で
は
な
く
、
未
来
へ
の

礎
（
い
し
ず
え
）
で
す
。
当
校
は

こ
れ
か
ら
も
１
１
０
周
年
で
築
き

上
げ
蓄
え
て
き
た
信
頼
に
甘
え
る

こ
と
な
く
、
視
野
を
さ
ら
に
広
げ
、

国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育
成
を
」

中
原
伸
一　

熊
本
高
校
長
あ
い
さ
つ

祝賀大同窓会
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創
立
１
１
０
周
年
実
行
委
員
会

（
永
田
求
実
行
委
員
長
）
は
10
月
31

日
、
熊
本
市
水
前
寺
公
園
の
ホ
テ
ル

熊
本
テ
ル
サ
で
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
い
た
。

「
新
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て

考
え
る
！
〜
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
と
育
成
〜
」
を

テ
ー
マ
に
開
き
、
関
係
者
４
０
０
人

が
出
席
し
た
。は
じ
め
に
米
満
弘
之
・

江
原
会
長
が
「
今
回
は
、
創
立
１
１

０
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
社
会
貢

献
事
業
と
し
て
開
催
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
と
育

成
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
本
日
の
提

言
が
、
熊
本
は
じ
め
社
会
を
元
気
に

す
る
一
助
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

第
１
部
で
は
、
松
尾
新
吾
・
九
州

電
力
㈱
会
長
が「
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
、

『
深
沈
厚
重
』」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講

演
。
第
２
部
で
は
、
桑
原
隆
広
・
熊

本
県
立
大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
細
谷
英
二
・
り
そ
な
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
、
山
室
信
一
・
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
、
古

荘
文
子
・
熊
本
県
教
育
委
員
長
、
相

澤
宏
輔
・
元
慶
応
義
塾
大
学
野
球
部

主
将
（
三
井
不
動
産
勤
務
）
の
４
氏

が「
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
土
壌
づ
く
り
」

と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
意
見
を
交
わ
し
た
。

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で「
新
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
」を
考
え
る

創
立
１
１
０
周
年
実
行
委
員
会

ま
た
、
江
原
会
は
10
月
26
日
か
ら

31
日
ま
で
、
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

で
芸
術
祭
・
歴
史
資
料
展
を
実
施
、

一
般
公
開
し
た
。

芸
術
祭
で
展
示
さ
れ
た
書
道
・
写

真
・
美
術
・
絵
画
の
各
展
示
品
は
、

卒
業
生
や
在
校
生
ら
に
よ
る
出
展
。

資
料
展
は
、
熊
本
高
校
や
江
原
会

館
所
蔵
の
資
料
な
ど
を
『
熊
本
中
学

校
の
成
立
ま
で
』、『
県
立
熊
本
中
学

校
の
発
足
』、『
激
動
の
昭
和
期
に
活

躍
』、『
熊
中
か
ら
新
制
熊
本
高
校
へ
』、

『
平
成
時
代
の
熊
本
高
校
』
と
、
時
代

ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
展
示
し
た
。

中
に
は
、
野
田
寛
初
代
校
長
の
卒

業
式
で
の
訓
辞
や
福
田
源
蔵
校
長
の

「
校
賦
」
の
吟
詠
、
現
在
の
校
歌
と

は
微
妙
に
違
う
校
歌
な
ど
を
再
現
し

た
音
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
珍
し

い
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
も
設
置
し
た
。

同
会
は
「
関
係
者
お
よ
び
在
学
生

を
は
じ
め
一
般
の
方
々
に
広
く
見
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
熊
中
・
熊
高
が

歩
ん
で
き
た
歴
史
に
つ
い
て
深
い
ご

理
解
が
得
ら
れ
る
の
で
は
」
と
し
て

い
る
。

１
１
０
年
の
歴
史
を
学
ぶ

芸
術
祭
・
歴
史
資
料
展

▲「新時代のリーダー」をテーマに開いた110周
年記念のフォーラム。関係者400人が出席した

米満弘之
江原会長

▲基調講演をした松尾新
吾・九州電力㈱会長

▲

各
業
界
か
ら
卒
業
生
が

集
ま
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

枠
内
は
桑
原
教
授

▲県立熊本中学校の発足について写真と説
明書で紹介

▲

当
時
の
写
真
を
見
て
懐

古
す
る
見
学
者

▲

昭
和
17
年
の
随
兵
は
現

在
と
は
異
な
り
、
武
具
な

ど
を
身
に
ま
と
っ
て
参
加

し
て
い
た
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